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一
　
は
じ
め
に

　
一
九
八
五
年
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
以
下
、
北
朝
鮮
）
は 

核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
へ
の
加
入
を
決
定
し
、
国
際
核

不
拡
散
レ
ジ
ー
ム
の
一
員
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
と
の
保
障
措
置
協
定
締
結
を
遅
延
さ（
1
）せ、

目
的
が
不

明
な
核
施
設
を
建
設
す
る
な
ど
、
北
朝
鮮
の
核
開
発
疑
惑
が
持
ち
上
が
っ
た
。
八
九
年
に
は
、
寧
辺
地
域
の
核
施
設
を
撮
影
し
た
衛
星
写

真
が
公
開
さ
れ
、
北
朝
鮮
に
よ
る
核
開
発
疑
惑
問
題
は
改
め
て
国
際
社
会
の
耳
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
一
九
八
〇
年
代
末
、
本
格
的
に
浮
上
し
た
北
朝
鮮
核
問
題
は
、
実
質
的
な
成
果
を
上
げ
て
い
た
当
時
の
米
ソ
間
核
軍
縮
の
進
展
と
核
拡

散
防
止
努
力
に
逆
行
す
る
問
題
で
あ
っ
た
。
北
朝
鮮
は
自
国
の
核
開
発
疑
惑
を
否
定
し
つ
つ
も
、
核
問
題
は
原
則
的
に
米
朝
間
の
問
題
で

あ
る
と
し
て
米
朝
間
核
交
渉
の
開
始
を
求
め
た
。
さ
ら
に
、
自
国
に
対
す
る
米
国
の
核
脅
威
が
先
に
解
消
さ
れ
な
い
限
り
核
問
題
の
解
決

は
で
き
な
い
と
強
調
し
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
米
国
の
核
抑
止
力
の
排
除
を
目
指
す
「
朝
鮮
半
島
非
核
地
帯
化
」
を
主
張
し（
2
）た。

　
こ
の
よ
う
な
北
朝
鮮
の
主
張
に
対
し
て
米
国
の
ブ
ッ
シ
ュ
（G

eorge H
. W

. Bush

）
政
権
は
、
北
朝
鮮
核
問
題
は
、
北
朝
鮮
や
朝
鮮
半

島
の
安
全
保
障
問
題
と
い
う
よ
り
は
、
国
際
核
不
拡
散
レ
ジ
ー
ム
の
尊
重
と
義
務
遵
守
に
よ
っ
て
解
消
す
べ
き
問
題
で
あ
る
と
の
立
場
で

あ
っ
た
。
他
方
、
南
北
関
係
改
善
を
目
指
し
積
極
的
な
対
朝
政
策
を
行
っ
て
い
た
韓
国
の
盧
泰
愚
政
権
は
、
北
朝
鮮
の
核
開
発
疑
惑
は
朝

鮮
半
島
の
平
和
と
安
定
を
損
な
う
問
題
で
あ
り
、
北
朝
鮮
は
即
時
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
定
め
る
国
際
義
務
を
遵
守
す
べ
き
で
あ
る
と
の
立
場
に
あ

り
な
が
ら
も
、
南
北
関
係
へ
の
悪
影
響
を
懸
念
し
、
北
朝
鮮
側
に
核
問
題
を
直
接
言
及
す
る
こ
と
は
自
制
し
て
い（
3
）た。

米
韓
両
国
と
も
、

北
朝
鮮
核
問
題
に
対
し
て
原
則
的
な
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
と
も
言
え
る
。

　
し
か
し
、
一
九
九
一
年
九
月
か
ら
、
北
朝
鮮
核
問
題
に
対
す
る
米
韓
両
国
の
取
り
組
み
は
よ
り
積
極
的
な
も
の
に
な
り
始
め
た
。
米
国

の
戦
術
核
兵
器
削
減
計
画
公
表
に
よ
っ
て
在
韓
米
軍
の
戦
術
核
兵
器
の
撤
去
方
針
も
明
ら
か
に
な
り
、
北
朝
鮮
核
問
題
と
安
全
保
障
問
題
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の
連
携
を
否
定
し
て
い
た
米
国
の
既
存
の
戦
略
基
調
に
変
化
が
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
韓
国
は
、
核
問
題
を
巡
る
南
北
対
話
を
提
案
し
、
核

問
題
を
含
む
朝
鮮
半
島
問
題
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
本
格
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
米
韓
の
対
朝
ア
プ
ロ
ー
チ
の
変
化
は
米

韓
協
力
を
活
性
化
し
、
同
年
一
二
月
三
一
日
に
は
南
北
間
の
「
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
に
関
す
る
南
北
共
同
宣
言
」（
以
下
、
南
北
非
核
化
共

同
宣
言
）
が
成
立（
4
）し、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
非
核
化
の
道
が
開
か
れ
た
。

　
本
稿
の
目
的
は
、
一
九
九
一
年
九
月
か
ら
本
格
化
し
、
わ
ず
か
四
か
月
で
南
北
非
核
化
共
同
宣
言
の
成
立
に
つ
な
が
っ
た
米
韓
両
国
の

対
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
、
同
政
策
の
推
進
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
一
九
九
一
年
九
月
を
起
点
と

し
て
変
化
が
見
ら
れ
た
米
韓
両
国
の
対
朝
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
を
巡
る
米
韓
の
政
策
調
整
及
び
協
力
が
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
北
朝
鮮
核
問
題
と
米
韓
の
対
応
を
分
析
す
る
先
行
研
究
は
、
特
に
米
国
の
対
応
に
関
し
、
そ
の
多
く
が
一
九
九
三
年
の
北
朝
鮮
に
よ
る

Ｎ
Ｐ
Ｔ
脱
退
宣
言
か
ら
本
格
化
し
た
第
一
次
北
朝
鮮
核
危
機
以
降
の
展
開
に
注
目
す
る
。
そ
れ
が
故
に
、
そ
の
以
前
の
事
象
を
分
析
す
る

研
究
は
そ
も
そ
も
稀
で
あ
り
、
北
朝
鮮
核
危
機
発
生
ま
で
の
歴
史
的
背
景
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多（
5
）い。

多
く
の
先
行
研
究
が
九

三
年
以
降
の
事
象
に
注
目
す
る
理
由
は
、
北
朝
鮮
の
外
交
的
・
経
済
的
劣
勢
が
顕
著
に
な
っ
た
当
時
の
国
際
情
勢
の
下
、
同
国
の
「
核
の

カ
ー
ド
」
を
使
っ
た
「
瀬
戸
際
外
交
」
が
本
格
的
に
展
開
さ（
6
）れ、

米
国
の
直
接
的
な
対
朝
関
与
政
策
が
始
ま
っ
た
か
ら
で
あ
ろ（
7
）う。

第
一

次
北
朝
鮮
核
危
機
を
収
束
さ
せ
た
一
九
九
四
年
の
米
朝
間
「
枠
組
み
合
意
」
の
成
立
を
一
つ
の
節
目
と
み
な
し
、
そ
れ
以
前
の
米
国
の
政

策
に
つ
い
て
は
、
北
朝
鮮
核
問
題
に
積
極
的
に
対
応
し
な
か
っ
た
と
一
蹴
す
る
批
判
的
な
論
調
が
多（
8
）い。

一
方
、
韓
国
の
対
朝
政
策
と
南

北
関
係
に
注
目
し
て
北
朝
鮮
核
問
題
を
分
析
す
る
先
行
研
究
は
、
八
〇
年
代
末
か
ら
九
〇
年
代
初
頭
ま
で
積
極
的
な
対
朝
ア
プ
ロ
ー
チ
を

展
開
し
た
韓
国
に
焦
点
を
当
て
、
韓
国
の
外
交
的
努
力
が
南
北
関
係
の
改
善
を
も
た
ら
し
、「
南
北
基
本
合
意
」
や
「
南
北
非
核
化
共
同

宣
言
」
を
成
立
さ
せ
た
と
分
析
す（
9
）る。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
核
問
題
を
含
む
諸
懸
案
の
合
意
の
主
体
が
南
北
両
国
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
当
該
期
の
米
国
の
政
策
に
関
す
る
分
析
は
等
閑
視
し
て
い
）
10
（
る
。
さ
ら
に
韓
国
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、
南
北
関
係
に
悪
影
響
を
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及
ぼ
し
か
ね
な
い
と
し
て
核
問
題
へ
の
言
及
を
自
制
し
て
い
た
当
初
の
韓
国
政
府
の
思
惑
は
、
積
極
的
な
対
朝
政
策
推
進
の
後
景
に
押
し

や
ら
れ
、
詳
細
な
分
析
は
捨
象
さ
れ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
）
11
（

る
。

　
こ
う
し
た
先
行
研
究
の
限
界
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
一
次
史
料
に
基
づ
い
た
実
証
分
析
を
行
）
12
（
い
、
一
九
九
一
年
当
時
の
米
国
が
、

北
朝
鮮
の
核
開
発
疑
惑
に
対
し
て
、
将
来
の
核
兵
器
開
発
の
可
能
性
を
除
去
す
る
た
め
の
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
を
推
進
し
て
い
た
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
こ
で
、
韓
国
の
対
朝
政
策
と
の
調
整
が
図
ら
れ
、
米
韓
協
力
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
分

析
す
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
米
韓
協
力
の
一
つ
の
成
果
と
し
て
、「
南
北
非
核
化
共
同
宣
言
」
が
生
ま
れ
る
の 

で
あ
る
。

二
　
米
国
の
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
の
策
定
と
米
韓
協
力

㈠
　
北
朝
鮮
核
問
題
と
米
国
の
対
応

　
一
九
八
九
年
に
北
朝
鮮
寧
辺
の
核
施
設
を
撮
影
し
た
衛
星
写
真
が
国
際
社
会
に
公
開
さ
れ
、
北
朝
鮮
に
よ
る
核
開
発
疑
惑
が
本
格
的
に

浮
上
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
冷
戦
後
の
時
期
に
お
い
て
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
軸
と
す
る
核
不
拡
散
体
制
の
重
要
性
を
強
調
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
活
用
し
な

が
ら
核
拡
散
を
防
ぐ
戦
略
を
と
っ
て
い
た
米
国
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
）
13
（
は
、
北
朝
鮮
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
義
務
遵
守
を
呼
び
掛
け
、
核
の
国
際
レ
ジ
ー
ム

へ
の
尊
重
を
求
め
た
。
北
朝
鮮
核
開
発
疑
惑
の
問
題
は
、
同
国
の
国
際
条
約
の
規
則
違
反
の
問
題
で
あ
り
、
北
朝
鮮
が
負
う
べ
き
国
際
義

務
に
補
償
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
た
米
国
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
核
の
国
際
レ
ジ
ー
ム
を
重
視
す
る
米
国
の
対
朝
ア
プ
ロ
ー
チ

は
当
然
な
も
の
で
あ
っ
）
14
（
た
。
し
か
し
、
北
朝
鮮
核
問
題
に
解
決
の
見
込
み
は
な
く
、
米
国
の
対
応
戦
略
に
も
見
直
し
が
必
要
と
さ
れ
た
。

　
一
九
九
一
年
二
月
、
米
国
は
北
朝
鮮
核
問
題
を
巡
り
、
核
の
国
際
レ
ジ
ー
ム
を
重
視
す
る
既
存
の
対
朝
ア
プ
ロ
ー
チ
に
加
え
、
変
動
し

つ
つ
あ
る
北
東
ア
ジ
ア
の
戦
略
環
境
の
中
で
、
外
交
的
及
び
戦
略
的
に
駆
使
で
き
る
対
朝
外
交
手
段
や
政
策
方
案
の
検
討
を
始
め
た
。
北
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朝
鮮
核
問
題
を
特
定
し
た
外
交
政
策
の
再
考
が
初
め
て
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
）
15
（
る
。
北
朝
鮮
の
核
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
、
ま
だ
北
朝
鮮
に
核

兵
器
及
び
開
発
能
力
は
な
い
と
判
断
し
た
米
国
は
、
北
朝
鮮
が
保
有
す
る
核
物
質
及
び
施
設
が
軍
事
目
的
に
転
用
さ
れ
る
可
能
性
に
注
目

し
た
。
一
九
八
七
年
か
ら
稼
働
中
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
寧
辺
核
施
設
の
原
子
炉
と
、
さ
ら
に
建
設
中
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
生
産
に
適
し
た
再

処
理
施
設
の
稼
働
を
懸
念
し
た
の
で
あ
）
16
（
る
。
検
討
の
結
果
、
米
国
は
、
七
〇
年
代
か
ら
追
求
し
て
き
た
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
核
燃

料
再
処
理
禁
止
の
必
要
性
か
ら
、
将
来
に
お
け
る
軍
事
転
用
の
可
能
性
を
早
期
に
除
去
す
る
た
め
の
「
北
朝
鮮
に
よ
る
兵
器
級
核
物
質
の

保
有
及
び
再
処
理
、
濃
縮
の
禁
止
」
を
新
た
な
目
標
に
掲
げ
る
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
を
具
体
化
し
）
17
（
た
。

　
し
か
し
、
核
物
質
を
保
有
し
、
再
処
理
及
び
濃
縮
す
る
こ
と
自
体
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
定
め
ら
れ
た
「
原
子
力
の
平
和
利
用
」
に
基
づ
い
た

権
利
で
あ
る
た
）
18
（
め
、
北
朝
鮮
の
核
活
動
に
疑
わ
し
い
側
面
が
あ
る
と
は
言
え
、
一
方
的
に
合
法
の
権
利
を
放
棄
す
る
よ
う
強
制
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
国
際
条
約
の
義
務
の
範
囲
を
超
え
て
核
権
利
を
放
棄
す
る
よ
う
北
朝
鮮
に
求
め
る
以
上
、
核
の
国
際
レ
ジ
ー
ム
に
お
け
る

義
務
遵
守
を
訴
え
る
だ
け
で
は
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
の
目
標
は
達
成
で
き
な
い
と
察
し
た
米
国
は
、
戦
略
を
見
直
し
「
リ
ン
ケ
ー
ジ
戦

略
」
を
策
定
し
）
19
（

た
。
同
戦
略
は
、
北
朝
鮮
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
義
務
遵
守
と
は
別
に
、
韓
国
と
北
朝
鮮
の
核
利
用
の
権
利
を
リ
ン
ク
さ
せ
、
韓
国
が

先
に
核
権
利
を
放
棄
し
て
、
同
じ
く
北
朝
鮮
も
放
棄
す
る
よ
う
促
そ
う
と
す
る
非
核
化
交
渉
の
戦
略
で
あ
っ
）
20
（
た
。
つ
ま
り
、
核
の
国
際
レ

ジ
ー
ム
に
お
け
る
義
務
遵
守
を
通
じ
て
北
朝
鮮
の
核
開
発
疑
惑
を
解
消
し
、
核
物
質
の
再
処
理
及
び
濃
縮
を
禁
止
し
て
核
拡
散
の
根
本
的

な
要
因
を
除
去
す
る
と
い
う
新
た
な
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
に
お
け
る
外
交
交
渉
の
具
体
的
な
戦
略
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
特
に
、
リ
ン
ケ
ー
ジ
戦
略
は
、
自
ら
駆
使
で
き
る
対
朝
政
策
レ
バ
レ
ッ
ジ
が
少
な
い
米
国
に
と
っ
て
、
韓
国
の
持
つ
対
朝
政
策
レ
バ

レ
ッ
ジ
を
用
い
て
北
朝
鮮
の
非
核
化
を
促
す
方
案
で
あ
っ
）
21
（

た
。
そ
れ
故
に
、
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
に
お
け
る
韓
国
の
対
米
協
力
は
欠
か
せ

な
い
要
素
に
な
り
、
そ
れ
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
。
し
か
し
問
題
は
、
南
北
関
係
の
悪
化
を
懸
念
し
て
核
問
題
の
言

及
を
自
制
し
て
い
た
韓
国
政
府
が
、
北
朝
鮮
に
対
し
て
核
権
利
の
放
棄
を
提
案
す
る
か
否
か
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
韓
国
が
自
国
の
核

利
用
の
権
利
を
放
棄
し
て
リ
ン
ケ
ー
ジ
戦
略
の
推
進
に
賛
同
す
る
か
確
信
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
）
22
（
た
。 
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㈡
　
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
に
お
け
る
米
韓
協
力
の
合
意

　
米
国
は
、
韓
国
の
朝
鮮
半
島
問
題
の
当
事
者
間
解
決
の
原
則
に
配
慮
し
な
が
ら
、
自
国
の
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
に
お
け
る
韓
国
の
対
米

協
力
を
得
る
た
め
努
力
し
た
。
南
北
対
話
及
び
自
国
の
主
導
的
な
役
割
を
強
調
す
る
韓
国
の
意
向
を
尊
重
し
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
諸
問

題
は
南
北
対
話
を
通
じ
て
の
み
解
決
で
き
る
と
い
う
原
則
を
確
認
し
）
23
（
た
。
さ
ら
に
、
一
九
九
一
年
八
月
の
ハ
ワ
イ
安
保
政
策
協
議
に
お
い

て
米
韓
両
国
は
、
北
朝
鮮
核
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
多
方
面
か
ら
外
交
的
努
力
を
尽
く
す
こ
と
を
確
認
し
た
）
24
（

が
、
米
国
の
リ
ン
ケ
ー
ジ

戦
略
に
対
す
る
韓
国
の
支
持
は
得
ら
れ
な
か
っ
）
25
（
た
。
当
時
、
中
断
さ
れ
て
い
た
南
北
高
位
級
会
談
の
再
開
を
北
朝
鮮
か
ら
提
案
さ
れ
、
会

談
開
催
の
た
め
の
南
北
実
務
者
協
議
を
行
っ
て
い
た
最
中
、
核
問
題
に
触
れ
る
こ
と
で
再
び
南
北
関
係
が
冷
却
化
す
る
こ
と
を
懸
念
し
た

韓
国
政
府
が
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
）
26
（

る
。

　
そ
の
後
、
米
国
は
、
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
に
お
け
る
リ
ン
ケ
ー
ジ
戦
略
を
巡
り
、
自
国
政
府
内
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
す
る
と
共
に
、

一
一
月
の
米
韓
安
保
協
議
会
議
（Security Consultative M

eeting

：SCM

）
ま
で
に
韓
国
の
対
米
協
力
を
確
保
す
る
よ
う
計
画
し
た
）
27
（

が
、

実
際
に
は
そ
れ
よ
り
も
早
く
、
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
の
推
進
の
た
め
の
基
本
方
針
に
米
韓
が
合
意
し
）
28
（
た
。

　
韓
国
が
新
た
に
策
定
さ
れ
た
米
国
の
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
及
び
リ
ン
ケ
ー
ジ
戦
略
推
進
に
同
意
し
た
の
は
、
九
月
ご
ろ
で
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
）
29
（
る
。
対
朝
政
策
レ
バ
レ
ッ
ジ
と
し
て
自
国
の
核
権
限
の
放
棄
を
決
断
し
た
韓
国
の
思
惑
は
、
朝
鮮
半
島
問
題
の
当
事
者
間
解
決
の

原
則
に
基
づ
い
た
戦
略
的
決
断
で
あ
っ
た
。
核
交
渉
の
開
始
が
不
可
避
で
あ
る
以
上
、
自
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
確
保
で
き
る
交
渉
の
枠
を

作
り
、
自
ら
対
朝
非
核
化
交
渉
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
韓
国
は
、
北
朝
鮮
核
問
題
は
南
北
対
話
の
場
に

お
い
て
韓
国
の
主
導
で
論
議
さ
れ
、
そ
の
際
に
米
国
は
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
要
請
し
、
米
国
も
こ
れ
に
合
意
し
）
30
（
た
。
米
国

に
と
っ
て
こ
の
合
意
内
容
は
、
残
存
す
る
対
朝
不
信
感
か
ら
米
朝
交
渉
を
選
択
で
き
な
い
米
国
自
ら
の
対
朝
政
策
の
限
界
を
克
服
で
き
る

方
案
で
あ
っ
）
31
（
た
。
ま
た
そ
れ
は
、
米
朝
交
渉
を
求
め
る
北
朝
鮮
と
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
を
打
ち
出
し
た
米
国
の
間
で
、
南
北
会
談
の
継
続
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と
自
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
韓
国
の
戦
略
的
立
場
に
配
慮
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
韓
国
内
に
お
け
る
米
国
の
核
戦
力
も
、
対
朝
政
策
レ
バ
レ
ッ
ジ
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
ち
始
め
た
。
既
に
在
韓
米
軍
核
戦

力
の
撤
去
可
能
性
を
認
知
し
て
い
た
韓
国
は
、
七
月
の
米
韓
首
脳
会
談
で
戦
術
核
兵
器
問
題
に
関
す
る
自
国
の
意
見
を
米
側
に
伝
え
た
。

在
韓
米
軍
戦
術
核
兵
器
撤
去
を
レ
バ
レ
ッ
ジ
に
、
北
朝
鮮
側
に
核
開
発
疑
惑
の
徹
底
的
な
解
消
を
求
め
る
こ
と
を
提
案
し
た
の
で
あ
）
32
（
る
。

韓
国
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
対
朝
抑
止
力
で
あ
る
在
韓
米
軍
戦
術
核
兵
器
の
撤
去
は
、
従
来
、
米
国
の
抑
止
力
の
信
憑
性
（credibility

）

に
対
し
韓
国
側
の
疑
念
を
増
幅
さ
せ
得
る
問
題
で
も
あ
っ
）
33
（
た
。
し
か
し
韓
国
政
府
は
、
北
朝
鮮
核
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
自
国
内
の

戦
術
核
兵
器
を
先
に
撤
去
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
の
で
あ
）
34
（

る
。
さ
ら
に
、
韓
国
に
対
す
る
米
国
の
「
核
の
傘
」
の
継
続
的
な
提
供
が
約
束

さ
れ
た
こ
と
か
）
35
（
ら
、
在
韓
米
軍
戦
術
核
兵
器
撤
去
の
問
題
が
米
韓
間
の
安
全
保
障
懸
案
に
発
展
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
八
月
の
ハ
ワ
イ

安
保
協
議
で
米
韓
は
、
在
韓
米
軍
戦
術
核
兵
器
撤
去
の
発
表
を
決
め
る
こ
と
に
合
意
）
36
（
し
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
米
国
核
戦
力
の
意
味
は
、

対
朝
核
抑
止
力
の
軍
事
的
意
味
か
ら
対
朝
非
核
化
交
渉
に
お
け
る
政
策
レ
バ
レ
ッ
ジ
の
政
治
外
交
的
意
味
に
変
わ
り
始
め
た
。

　
こ
う
し
て
、
将
来
の
北
朝
鮮
に
よ
る
核
物
質
の
再
処
理
及
び
濃
縮
の
可
能
性
を
除
去
す
る
た
め
の
米
国
の
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
に
対
す

る
韓
国
の
理
解
と
協
力
が
確
認
さ
れ
、
各
自
の
対
朝
政
策
上
の
限
界
を
相
互
補
完
す
る
対
朝
非
核
化
政
策
推
進
に
お
け
る
米
韓
合
意
が
な

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
韓
国
の
核
権
利
の
放
棄
及
び
在
韓
米
軍
戦
術
核
兵
器
の
撤
去
と
い
う
米
韓
共
通
の
認
識
に
基
づ
い
た
対
朝
政
策
レ
バ

レ
ッ
ジ
が
成
立
し
、
対
朝
非
核
化
交
渉
に
お
け
る
米
韓
の
道
徳
的
優
位
が
確
保
さ
れ
）
37
（
た
。
さ
ら
に
米
国
は
、
南
北
両
国
に
よ
る
核
権
利
の

放
棄
を
保
障
し
、
非
核
化
の
義
務
を
規
定
す
る
協
定
締
結
を
望
ん
）
38
（

だ
。
そ
れ
に
韓
国
が
同
意
す
る
こ
と
で
、
国
際
核
不
拡
散
の
一
環
で
も

あ
る
朝
鮮
半
島
全
体
に
お
け
る
非
核
化
の
目
標
が
米
韓
の
間
で
共
有
さ
れ
、
南
北
非
核
化
共
同
宣
言
へ
の
流
れ
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
）
39
（

る
。
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三
　
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
を
巡
る
米
韓
協
力
の
低
迷
と
回
復

㈠
　
非
核
化
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
巡
る
米
韓
葛
藤

　
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
に
お
け
る
米
韓
合
意
の
成
立
後
、
一
九
九
一
年
九
月
に
米
国
の
戦
術
核
兵
器
削
減
計
画
が
発
表
さ
）
40
（

れ
、
韓
国
政
府

が
核
問
題
を
巡
る
南
北
対
話
を
提
案
す
る
な
）
41
（
ど
、
対
北
朝
鮮
非
核
化
交
渉
の
た
め
の
米
韓
の
働
き
か
け
が
本
格
化
し
た
。
し
か
し
、
核
問

題
を
巡
る
対
朝
交
渉
の
開
始
が
期
待
さ
れ
る
中
、
思
わ
ぬ
問
題
が
発
生
し
た
。
在
韓
米
軍
戦
術
核
兵
器
の
完
全
撤
去
計
画
が
米
国
メ
デ
ィ

ア
に
流
出
）
42
（
し
、
韓
国
政
府
の
対
米
不
信
が
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
在
韓
米
軍
戦
術
核
兵
器
の
撤
去
は
、
九
月
に
米
国
が
戦
術
核
兵
器
削
減
計
画
を
公
表
し
て
は
い
た
も
の
の
、
安
全
保
障
上
敏
感
な
核
兵

器
の
撤
去
計
画
が
当
事
国
間
の
事
前
協
議
以
前
に
メ
デ
ィ
ア
に
流
出
さ
れ
た
こ
と
は
重
大
な
問
題
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
約
一
〇
か
月
ぶ

り
に
再
開
さ
れ
る
第
四
次
南
北
会
談
を
翌
日
に
控
え
て
い
た
韓
国
に
と
っ
て
、
真
の
問
題
は
、
た
だ
の
情
報
流
出
と
事
前
協
議
の
有
無
だ

け
で
は
な
く
、
南
北
会
談
に
及
ぼ
し
得
る
影
響
で
あ
っ
た
。

　
一
〇
月
二
一
日
、
ド
ナ
ル
ド
・
グ
レ
ッ
グ
（D

onald P. G
regg

）
駐
韓
米
国
大
使
と
韓
国
の
金
宗
輝
安
保
首
席
秘
書
官
は
、
情
報
流
出

問
題
を
含
む
諸
懸
案
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。
金
首
席
は
、
在
韓
米
軍
戦
術
核
兵
器
の
撤
去
を
支
持
し
つ
つ
も
、
撤
去
規
模
や
日
程
な

ど
具
体
的
な
計
画
に
関
し
て
事
前
協
議
が
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
不
満
を
隠
さ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
米
韓
関
係
の
歴
史
に
お
い
て
事

前
協
議
の
不
在
は
常
に
存
在
し
て
き
た
問
題
で
驚
く
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
と
皮
肉
を
述
べ
な
が
ら
、
米
国
の
一
方
的
な
政
策
決
定
は
南

北
会
談
に
お
け
る
韓
国
の
影
響
力
を
低
下
さ
せ
得
る
問
題
で
あ
る
と
指
摘
し
）
43
（

た
。
金
首
席
は
、
米
韓
協
議
の
不
在
に
対
す
る
抗
議
と
し
て

「
第
四
次
南
北
会
談
で
北
朝
鮮
側
に
南
北
双
方
に
よ
る
核
権
利
の
放
棄
を
提
案
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
伝
え
、
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
に
協

力
し
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
）
44
（

た
。
実
際
、
第
四
次
南
北
会
談
で
韓
国
は
北
朝
鮮
核
問
題
に
つ
い
て
、
南
北
朝
鮮
に
よ
る
核
権
利
の
放
棄
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を
提
案
す
る
こ
と
は
な
く
、
北
朝
鮮
が
負
う
べ
き
国
際
義
務
に
言
及
す
る
だ
け
に
止
ま
り
、
北
朝
鮮
核
問
題
に
関
す
る
踏
み
込
ん
だ
議
論

は
行
わ
れ
な
か
っ
）
45
（

た
。

　
こ
の
よ
う
に
米
韓
協
力
が
低
迷
す
る
中
、
先
に
行
動
し
た
の
は
韓
国
で
あ
っ
た
。
第
四
次
南
北
会
談
後
、
一
〇
月
二
八
日
に
グ
レ
ッ
グ

大
使
と
金
首
席
は
、
会
談
結
果
を
共
有
し
今
後
の
対
朝
政
策
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。
こ
の
場
で
金
首
席
は
、
朝
鮮
半
島
非
核
化
に
関

す
る
韓
国
政
府
独
自
の
非
核
化
政
策
構
想
を
説
明
し
、
一
一
月
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
チ
ェ
イ
ニ
ー
（Richard P. Cheney

）
米
国
防
長
官
の

訪
韓
前
に
公
表
す
る
意
思
を
明
ら
か
に
し
）
46
（
た
。
米
国
に
よ
る
在
韓
米
軍
戦
術
核
兵
器
の
全
面
撤
去
が
決
定
さ
れ
た
状
況
で
、
韓
国
が
非
核

化
政
策
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
示
そ
う
と
考
え
た
の
で
あ
）
47
（

る
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
北
朝
鮮
核
問
題
解
決
に
向
け
た
韓
国
の
非
核
化
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
対
朝
交
渉
に
お
け
る
意
味
と
役
割
に
関
す

る
米
韓
協
議
を
経
て
こ
そ
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
）
48
（
た
。
直
前
の
南
北
会
談
で
核
問
題
の
話
し
合
い
に
進
展
は
な
く
、
韓
国
が
独

自
の
非
核
化
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
公
表
す
れ
ば
、
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
に
お
け
る
米
韓
協
力
の
低
迷
が
明
ら
か
に
な
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

グ
レ
ッ
グ
大
使
は
、
韓
国
政
府
の
非
核
化
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て
具
体
的
な
内
容
や
発
表
日
程
な
ど
を
尋
ね
た
が
、
金
首
席
は
、
ま

だ
決
ま
っ
た
こ
と
は
何
も
な
い
と
答
え
、
ポ
ー
ル
・
ウ
ル
フ
ォ
ウ
ィ
ッ
ツ
（Paul D. W

olfow
itz

）
米
国
防
次
官
の
訪
韓
と
政
策
協
議
を
要

請
し
て
協
議
を
終
え
）
49
（

た
。

　
金
首
席
と
の
協
議
後
、
グ
レ
ッ
グ
大
使
は
本
国
に
対
し
て
、
韓
国
独
自
の
非
核
化
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
公
表
計
画
は
、
米
韓
協
議
の
実

施
を
促
す
た
め
の
対
米
措
置
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
し
つ
つ
も
、
米
韓
協
力
の
低
迷
を
考
慮
し
て
ウ
ル
フ
ォ
ウ
ィ
ッ
ツ
次
官
が
訪
韓
し
、

韓
国
と
直
接
協
議
を
行
う
よ
う
提
案
し
）
50
（

た
。
し
か
し
、
盧
泰
愚
大
統
領
は
、
米
韓
協
議
を
待
つ
こ
と
な
く
、
一
一
月
八
日
に
韓
国
に
よ
る

「
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
と
平
和
構
築
の
た
め
の
宣
言
」（
以
下
、
朝
鮮
半
島
非
核
化
宣
言
）
を
公
表
し
）
51
（
た
。
南
北
に
よ
る
核
の
国
際
レ
ジ
ー
ム

の
尊
重
と
義
務
遵
守
、
核
物
質
の
再
処
理
及
び
濃
縮
施
設
の
放
棄
を
提
唱
す
る
同
宣
言
の
内
容
は
、
米
国
の
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
に
合
致

す
る
も
の
で
あ
っ
）
52
（
た
。
そ
こ
に
は
米
韓
で
合
意
し
た
リ
ン
ケ
ー
ジ
戦
略
が
反
映
さ
れ
て
い
た
反
面
、
そ
の
宣
言
に
至
る
ま
で
の
過
程
は
、
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北
朝
鮮
非
核
化
政
策
推
進
を
巡
る
米
韓
協
力
の
低
迷
を
露
呈
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

㈡
　
対
朝
交
渉
を
巡
る
米
韓
の
認
識
の
相
違
と
協
力
の
回
復

　
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
推
進
に
お
け
る
米
韓
協
力
が
低
迷
す
る
中
、
さ
ら
な
る
摩
擦
が
浮
上
し
た
。
韓
国
政
府
が
、
戦
術
核
兵
器
撤
去
の

代
価
と
し
て
自
国
に
対
す
る
通
常
戦
力
増
強
を
米
国
側
に
要
求
し
た
の
で
あ
）
53
（
る
。
韓
国
の
通
常
戦
力
増
強
の
対
米
要
請
は
、
九
月
に
提
起

さ
れ
て
い
た
が
、
在
韓
米
軍
戦
術
核
兵
器
撤
去
の
情
報
流
出
問
題
の
発
生
を
契
機
に
改
め
て
争
点
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
韓
国
は
、
対
朝

核
抑
止
力
の
低
下
に
と
も
な
い
、
北
朝
鮮
の
南
北
対
話
へ
の
積
極
的
な
対
応
を
促
す
た
め
に
も
、
米
国
に
よ
る
対
韓
国
通
常
戦
力
増
強
が

必
要
で
あ
る
と
強
調
し
）
54
（

た
。

　
こ
う
し
た
韓
国
か
ら
の
要
求
に
対
し
て
ウ
ル
フ
ォ
ウ
ィ
ッ
ツ
次
官
は
、
韓
国
側
の
不
満
を
理
解
し
憂
慮
に
同
感
す
る
が
、
そ
の
代
わ
り

に
補
償
を
与
え
る
用
意
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
韓
国
に
対
す
る
通
常
戦
力
増
強
は
、
南
北
両
国
か
ら
誤
解
を
招
き
か

ね
な
い
と
指
摘
し
て
慎
重
な
態
度
を
と
っ
）
55
（

た
。
米
国
は
、
戦
術
核
兵
器
の
撤
去
決
定
が
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
緊
張
緩
和
と
交
渉
開
始
を
目

的
と
す
る
中
で
、
韓
国
に
対
す
る
通
常
戦
力
増
強
は
北
朝
鮮
の
脅
威
認
識
を
高
め
る
と
同
時
に
、
北
朝
鮮
非
核
化
交
渉
に
向
け
た
外
交
的

努
力
を
損
な
う
こ
と
を
懸
念
し
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
ウ
ル
フ
ォ
ウ
ィ
ッ
ツ
次
官
は
、
一
一
月
の
米
韓
Ｓ
Ｃ
Ｍ
ま
で
に
、
充
分
な
対
朝
抑

止
力
と
対
朝
圧
力
措
置
に
な
り
得
る
政
策
方
案
を
用
意
す
る
と
伝
え
て
即
答
を
避
け
）
56
（
た
。

　
韓
国
に
対
す
る
通
常
戦
力
増
強
の
問
題
が
残
る
中
、
一
一
月
一
二
日
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ベ
ー
カ
ー
（Jam

es A. Baker

）
米
国
務
長
官
の

訪
韓
は
、
米
韓
両
国
の
認
識
の
相
違
を
改
め
て
浮
き
彫
り
に
し
た
。
ベ
ー
カ
ー
長
官
が
『Foreign Affairs

』
誌
に
発
表
し
た
論
考
で
の

提
）
57
（
案
、
つ
ま
り
朝
鮮
半
島
問
題
を
巡
り
南
北
と
四
か
国
（
米
・
ソ
・
中
・
日
）
が
参
加
す
る
「
２
＋
４
」
の
対
朝
ア
プ
ロ
ー
チ
構
想
に
対

し
て
韓
国
側
が
猛
反
対
し
た
の
で
あ
）
58
（

る
。
第
四
次
南
北
会
談
後
、
さ
ら
な
る
対
朝
圧
力
の
必
要
性
に
関
し
て
は
米
韓
間
に
相
違
は
な
か
っ

た
）
59
（
が
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
互
い
に
異
な
る
見
解
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ベ
ー
カ
ー
長
官
は
、
北
朝
鮮
核
問
題
に
お
け
る
多
国
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間
協
力
は
、
韓
国
の
役
割
を
縮
小
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
釈
明
し
な
が
ら
、
具
体
的
に
「
２
＋
４
」
の
構
想
を
提
案
す
る
こ
と
は
な
く
、

対
朝
核
交
渉
を
巡
る
米
韓
協
力
と
韓
国
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
重
視
す
る
こ
と
を
確
認
し
）
60
（

た
。

　
訪
韓
後
、
ベ
ー
カ
ー
長
官
は
、
韓
国
に
対
す
る
通
常
戦
力
増
強
と
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
を
同
時
に
推
進
す
る
「
並
行
戦
略
」
の
基
礎
作

り
を
始
め
る
こ
と
を
提
案
し
）
61
（
た
。
韓
国
に
対
す
る
通
常
戦
力
増
強
は
、
ウ
ル
フ
ォ
ウ
ィ
ッ
ツ
次
官
が
懸
念
し
た
よ
う
に
北
朝
鮮
の
脅
威
認

識
を
高
め
る
軍
事
的
措
置
で
は
あ
っ
た
が
、
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
に
欠
か
せ
な
い
韓
国
の
対
米
協
力
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ベ
ー
カ
ー
長
官
は
、
訪
韓
時
に
、
多
国
間
協
力
を
拒
否
し
、
南
北
対
話
に
よ
る
自
国
の
リ
ー
ド
を
強
調

す
る
韓
国
側
の
強
硬
な
立
場
に
直
面
し
た
。
そ
こ
で
米
国
は
、
現
時
点
で
利
用
で
き
る
対
朝
交
渉
の
場
は
南
北
会
談
で
あ
り
、
韓
国
の
非

核
化
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
活
用
す
る
た
め
に
も
、
韓
国
の
対
米
不
満
を
和
ら
げ
る
必
要
性
を
認
識
し
た
の
で
あ
っ
）
62
（
た
。

　
米
国
に
よ
る
対
韓
国
通
常
戦
力
増
強
の
諸
措
置
は
、
一
一
月
二
三
日
の
第
二
三
次
米
韓
Ｓ
Ｃ
Ｍ
で
確
認
さ
れ
た
。
米
韓
は
、
北
朝
鮮
の

核
開
発
疑
惑
が
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま
、
地
上
戦
力
及
び
機
動
戦
力
が
拡
張
さ
れ
て
い
る
状
況
に
留
意
し
て
韓
国
の
対
応
戦
力
の
増
強
を
決

め
た
。
対
朝
抑
止
力
と
し
て
米
国
の
「
核
の
傘
」
を
継
続
し
て
韓
国
に
提
供
す
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
通
常
戦
力
に
よ
る
抑
止
力
増
強
措

置
の
検
討
と
、 「
東
ア
ジ
ア
戦
略
構
想
（East Asia Strategy Initiative: EASI

）」
に
基
づ
く
第
二
段
階
在
韓
米
軍
削
減
計
画
の
延
期
に
合

意
し
）
63
（

た
。
さ
ら
に
米
国
は
、
韓
国
に
お
け
る
米
国
戦
力
の
迅
速
な
展
開
と
最
先
端
兵
器
の
早
期
配
置
を
承
認
し
、
韓
国
防
衛
力
の
増
強
と

現
代
化
の
た
め
の
支
援
を
決
め
）
64
（
た
。
し
か
し
他
方
で
は
、
こ
う
し
た
一
連
の
軍
事
措
置
が
起
こ
し
得
る
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
緊
張
の
高
ま

り
を
考
慮
し
て
、
米
韓
チ
ー
ム
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
合
同
軍
事
演
習
の
規
模
縮
小
を
図
り
、
米
韓
合
同
軍
事
演
習
の
問
題
に
つ
い
て
は
韓
国
政

府
の
最
終
決
定
に
従
う
旨
を
伝
え
）
65
（

た
。
こ
う
し
て
、
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
を
巡
る
米
韓
協
力
は
回
復
し
た
。
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四
　
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
の
実
行

㈠
　
北
朝
鮮
核
問
題
の
議
題
化
を
巡
る
米
韓
協
議

　
在
韓
米
軍
戦
術
核
兵
器
撤
去
計
画
の
情
報
流
出
問
題
と
、
対
朝
交
渉
を
巡
る
米
韓
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
相
違
か
ら
触
発
さ
れ
た
米
韓
協
力

の
低
迷
は
、
米
国
の
韓
国
に
対
す
る
通
常
戦
力
増
強
の
決
定
と
、
対
朝
政
策
に
お
け
る
韓
国
の
役
割
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
で
回
復
さ

れ
た
。
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
推
進
の
た
め
に
再
び
協
力
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
米
韓
両
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
朝
交
渉
戦
略
の
方
針
を
固

め
た
。

　
韓
国
は
一
九
九
一
年
一
一
月
二
二
日
に
「
関
係
長
官
対
策
会
議
」
を
招
集
し
、
南
北
問
題
と
北
朝
鮮
核
問
題
の
連
携
で
は
な
く
、
同
時

に
並
行
し
て
展
開
す
る
「
並
行
戦
略
」
を
採
択
し
て
第
五
次
南
北
会
談
に
臨
む
こ
と
を
決
め
）
66
（

た
。
韓
国
政
府
の
並
行
戦
略
の
採
択
は
、
南

北
首
脳
会
談
開
催
に
固
執
し
朝
鮮
半
島
の
諸
問
題
を
首
脳
会
談
問
題
に
連
繫
さ
せ
た
結
果
、
全
て
の
懸
案
に
進
展
の
な
い
ま
ま
任
期
末
を

迎
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
す
る
盧
泰
愚
政
権
の
反
省
と
危
機
感
か
ら
生
ま
れ
た
決
断
で
あ
っ
）
67
（

た
。
一
二
月
六
日
に
盧
泰
愚
大
統
領
が
並

行
戦
略
の
採
択
を
正
式
に
承
認
し
、
韓
国
政
府
の
対
朝
交
渉
に
お
け
る
戦
略
方
針
が
確
定
さ
れ
）
68
（
た
。

　
同
日
、
米
国
か
ら
は
対
朝
非
核
化
交
渉
に
お
け
る
米
韓
戦
略
協
議
を
行
う
た
め
、
米
国
軍
備
管
理
軍
縮
局
（
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ａ
）
の
ロ
ー
ナ
ル

ド
・
レ
ー
マ
ン
（Ronald F. Lehm

an

）
局
長
が
率
い
る
政
策
チ
ー
ム
が
訪
韓
し
た
。
一
二
月
六
日
か
ら
四
日
間
行
わ
れ
た
米
韓
協
議
で

レ
ー
マ
ン
局
長
は
、
北
朝
鮮
核
問
題
を
南
北
会
談
に
お
け
る
「
優
先
的
か
つ
中
心
的
」
な
議
題
と
し
て
採
択
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
第
五

次
南
北
会
談
で
北
朝
鮮
核
問
題
の
解
決
に
向
け
た
実
質
的
な
進
展
が
み
ら
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
を
表
明
し
）
69
（

た
。
さ
ら
に
、
南
北
両
国
の
核

権
利
の
放
棄
と
非
核
化
の
義
務
を
規
定
す
る
南
北
非
核
化
共
同
宣
言
文
の
草
案
に
関
し
、
米
国
の
非
核
化
目
標
を
反
映
し
て
は
い
る
が
、

一
部
重
大
な
相
違
が
あ
る
と
指
摘
し
修
正
を
求
め
）
70
（

た
。
そ
こ
に
あ
っ
た
の
は
、
開
発
が
進
ん
で
い
る
と
見
ら
れ
る
北
朝
鮮
の
核
能
力
の
伸
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張
に
対
す
る
米
国
の
危
機
感
で
あ
っ
）
71
（
た
。

　
レ
ー
マ
ン
局
長
は
、
北
朝
鮮
の
保
障
措
置
協
定
締
結
の
義
務
を
南
北
非
核
化
共
同
宣
言
の
一
部
と
し
て
位
置
づ
け
た
内
容
に
反
対
し
、

保
障
措
置
の
問
題
は
本
来
か
ら
北
朝
鮮
が
負
う
べ
き
国
際
条
約
上
義
務
で
あ
る
と
断
言
し
）
72
（
た
。
米
国
側
は
、
南
北
に
よ
る
非
核
化
合
意
に

は
、
核
の
国
際
レ
ジ
ー
ム
と
は
別
に
、
強
力
な
非
核
化
の
義
務
が
ふ
く
ま
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
米
国
は
、
核
査
察

の
対
象
を
軍
事
施
設
に
限
ら
ず
、
北
朝
鮮
内
の
軍
事
、
民
間
を
問
わ
ず
軍
事
目
的
の
転
用
が
疑
わ
れ
る
す
べ
て
の
核
施
設
に
拡
大
す
る
こ

と
を
要
請
し
、
北
朝
鮮
の
核
施
設
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
と
査
察
の
権
限
を
求
め
）
73
（
た
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
核
査
察
の
目
的
は
、
単
に
朝
鮮

半
島
内
に
お
け
る
核
兵
器
の
存
否
を
確
認
す
る
た
め
で
は
な
く
、
非
核
化
合
意
に
よ
る
南
北
両
国
の
非
核
化
義
務
の
遵
守
を
保
障
す
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
非
核
化
検
証
の
措
置
を
制
度
的
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
）
74
（
た
。
米
国
は
、
再
処
理
技
術
を
含
む
北
朝
鮮
の

核
関
連
技
術
の
伸
張
を
抑
え
、
核
施
設
が
稼
働
す
る
前
に
核
査
察
制
度
を
構
築
し
、
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
）
75
（
る
。

　
し
か
し
韓
国
は
、
米
国
の
内
容
修
正
は
過
剰
な
対
朝
要
求
で
あ
る
と
懸
念
し
、
特
に
核
査
察
対
象
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
再
処
理
が
合

法
で
あ
る
限
り
、
民
間
施
設
に
対
す
る
核
査
察
は
要
求
し
難
い
と
難
色
を
示
し
）
76
（

た
。
そ
れ
に
対
し
て
米
国
側
は
、
米
韓
連
繫
の
下
で
の
北

朝
鮮
非
核
化
政
策
に
お
け
る
韓
国
の
主
導
的
役
割
を
強
調
し
、
韓
国
の
積
極
的
な
姿
勢
を
促
し
）
77
（
た
。
今
度
こ
そ
南
北
会
談
を
成
功
さ
せ
、

実
質
的
な
成
果
を
上
げ
よ
う
と
意
気
込
む
盧
泰
愚
政
権
は
、
米
国
の
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
要
請
し
つ
つ
、
南
北
会
談
に
臨
む
こ
と
と

し
）
78
（
た
。

㈡
　
南
北
非
核
化
共
同
宣
言
の
成
立

　
一
二
月
一
〇
日
か
ら
ソ
ウ
ル
で
第
五
次
南
北
高
位
級
会
談
が
行
わ
れ
た
。
会
談
初
日
、
韓
国
政
府
は
南
北
基
本
合
意
書
と
共
に
米
韓
協

議
を
経
て
修
正
さ
れ
た
「
朝
鮮
半
島
非
核
化
等
に
関
す
る
共
同
宣
言
（
案
）」
を
北
朝
鮮
側
に
提
示
し
）
79
（

た
。
北
朝
鮮
の
国
際
義
務
遵
守
に

加
え
て
、
韓
国
の
朝
鮮
半
島
非
核
化
宣
言
に
基
づ
い
た
南
北
に
よ
る
核
権
利
の
放
棄
と
非
核
化
合
意
を
求
め
た
。
さ
ら
に
、
核
権
利
の
放
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棄
に
合
意
す
る
場
合
、
同
時
査
察
を
求
め
る
北
朝
鮮
の
主
張
を
受
け
入
れ
、
南
北
が
互
い
に
指
定
し
た
軍
事
及
び
民
間
施
設
に
対
す
る

「
相
互
示
範
査
察
（trial inspection

）」
を
早
期
に
実
施
す
る
こ
と
を
提
案
し
）
80
（

た
。
北
朝
鮮
が
自
国
に
対
す
る
核
査
察
実
施
の
条
件
と
し
て

挙
げ
て
き
た
在
韓
米
軍
基
地
に
対
す
る
核
査
察
実
施
の
主
張
を
受
け
入
れ
る
代
わ
り
に
、
米
国
の
主
張
す
る
北
朝
鮮
内
の
民
間
施
設
に
対

す
る
核
査
察
の
実
施
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　
韓
国
の
提
案
に
対
し
て
北
朝
鮮
側
は
、
朝
鮮
半
島
非
核
化
宣
言
を
高
く
評
価
し
つ
つ
も
、
在
韓
米
軍
撤
去
と
朝
鮮
半
島
非
核
地
帯
化
の

主
張
を
繰
り
返
し
）
81
（
た
。
他
方
、
非
核
化
共
同
宣
言
の
内
容
に
つ
い
て
、
韓
国
の
提
案
を
検
討
し
た
後
、
自
国
の
要
求
事
項
を
も
反
映
し
た

宣
言
内
容
に
作
成
し
直
す
こ
と
を
要
請
す
る
な
ど
、
以
前
と
は
異
な
る
前
向
き
な
姿
勢
を
見
せ
る
場
面
も
あ
っ
た
。
第
五
次
南
北
会
談
で

南
北
非
核
化
合
意
が
成
立
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
韓
国
の
提
案
に
対
す
る
北
朝
鮮
側
の
正
式
な
返
答
に
は
党
中
央
か
ら
の
訓
令
が
必
要

で
あ
）
82
（
り
、
結
局
一
二
月
中
に
非
核
化
交
渉
を
再
開
す
る
こ
と
に
南
北
が
合
意
し
、
同
会
談
は
北
朝
鮮
核
問
題
に
は
進
展
が
な
い
ま
ま
終
了

し
）
83
（
た
。

　
会
談
後
、
米
韓
両
国
は
北
朝
鮮
非
核
化
交
渉
の
再
開
を
に
ら
ん
だ
措
置
を
次
々
と
発
表
し
た
。
一
二
月
一
一
日
に
韓
国
国
防
部
は
、
北

朝
鮮
が
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
保
障
措
置
協
定
を
締
結
し
、
南
北
相
互
示
範
査
察
の
早
期
実
施
を
受
諾
す
る
場
合
、
一
九
九
二
年
度
の
米
韓
チ
ー

ム
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
合
同
軍
事
演
習
を
中
止
す
る
と
発
表
し
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
そ
れ
は
、
事
前
の
米
韓
合
意
に
基
づ
く
発
表
で
あ
っ
）
84
（

た
。

一
七
日
に
は
、
韓
国
の
鄭
元
植
総
理
が
南
北
非
核
化
協
議
を
二
三
日
に
実
施
す
る
こ
と
を
提
案
）
85
（
し
、
翌
一
八
日
に
は
、
盧
泰
愚
大
統
領
が

「
核
不
在
宣
言
」
を
行
っ
た
。
盧
泰
愚
大
統
領
が
「
韓
国
内
の
ど
こ
に
も
、
一
つ
の
核
兵
器
も
存
在
し
な
い
」
こ
と
を
明
ら
か
に
）
86
（

し
、
米

国
も
核
不
在
宣
言
に
異
見
は
な
い
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
結
果
、
北
朝
鮮
が
主
張
す
る
す
べ
て
の
先
行
条
件
が
満
た
さ
れ
）
87
（

た
。

　
韓
国
の
南
北
非
核
化
交
渉
再
開
の
提
案
に
北
朝
鮮
が
同
意
し
、
一
二
月
二
六
日
か
ら
計
三
回
の
「
朝
鮮
半
島
の
核
問
題
を
協
議
す
る
代

表
接
触
」
が
行
わ
れ
た
。
代
表
接
触
初
日
、
南
北
は
各
自
に
作
成
し
た
非
核
化
共
同
宣
言
文
を
交
換
し
比
較
検
討
し
た
。
第
五
次
南
北
会

談
時
に
提
示
さ
れ
た
韓
国
側
の
案
を
一
部
修
正
し
た
北
朝
鮮
側
の
案
に
大
き
な
進
展
が
あ
っ
た
。
核
の
再
処
理
施
設
及
び
ウ
ラ
ン
濃
縮
施
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設
の
放
棄
が
条
項
に
明
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
）
88
（
る
。
核
主
権
の
放
棄
を
意
味
す
る
が
故
に
難
航
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
た
核
物
質
の
再
処

理
及
び
濃
縮
の
放
棄
を
巡
り
、
代
表
接
触
の
初
期
段
階
か
ら
南
北
共
通
の
認
識
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
以
降
、
二
回
に
わ
た
る
代
表

接
触
に
お
い
て
、
非
核
化
合
意
に
向
け
た
交
渉
は
南
北
の
積
極
的
な
態
度
に
後
押
し
さ
れ
、
一
二
月
三
一
日
の
第
三
次
代
表
接
触
で
「
朝

鮮
半
島
の
非
核
化
に
関
す
る
南
北
共
同
宣
言
」
が
成
立
し
た
。

　
南
北
非
核
化
共
同
宣
言
内
容
に
南
北
に
よ
る
核
物
質
の
再
処
理
及
び
濃
縮
の
核
権
利
の
放
棄
が
明
記
さ
れ
、
国
際
核
不
拡
散
の
観
点
か

ら
北
朝
鮮
に
よ
る
核
物
質
の
保
有
、
再
処
理
、
濃
縮
の
禁
止
を
求
め
た
米
国
の
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
の
目
標
が
達
成
さ
れ
た
。
核
拡
散
の

根
本
的
な
原
因
で
あ
る
核
開
発
技
術
の
転
用
の
可
能
性
を
早
期
に
除
去
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
南
北
の
非
核
化
義

務
の
履
行
と
検
証
方
法
を
協
議
す
る
「
南
北
核
統
制
共
同
委
員
会
」
の
構
成
が
合
意
さ
れ
、
韓
国
は
継
続
し
て
朝
鮮
半
島
問
題
の
当
事
者

間
解
決
の
原
則
を
維
持
し
な
が
ら
非
核
化
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
）
89
（
た
。

五
　
お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
一
九
九
一
年
を
分
析
射
程
に
、
米
国
の
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
、
同
政
策
の
推
進
に
お
け
る
米
韓
の

政
策
調
整
及
び
協
力
の
過
程
を
分
析
し
た
。
そ
こ
で
は
、
当
該
期
の
米
国
の
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
の
構
想
か
ら
推
進
ま
で
の
過
程
は
、
同

政
策
を
巡
る
韓
国
と
の
政
策
調
整
の
過
程
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
米
国
は
、
国
際
的
な
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
北
朝
鮮
に

よ
る
核
物
質
の
保
有
、
再
処
理
、
濃
縮
を
禁
止
す
る
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
を
展
開
す
る
中
で
、
韓
国
の
対
北
朝
鮮
政
策
を
レ
バ
レ
ッ
ジ
と

し
て
活
用
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
過
程
で
韓
国
は
、
時
に
は
米
国
に
協
力
し
、
時
に
は
自
国
の
要
求
を
訴
え
る
こ
と
で
、
北
朝

鮮
非
核
化
政
策
に
お
け
る
自
ら
の
影
響
力
を
確
保
、
維
持
し
な
が
ら
対
朝
非
核
化
政
策
を
推
進
し
た
。

　
韓
国
の
自
国
中
心
的
な
対
朝
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の
固
執
や
非
核
化
政
策
を
巡
る
米
韓
の
認
識
の
相
違
は
、
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
の
推
進
を
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巡
る
米
韓
葛
藤
の
要
素
を
は
ら
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
米
韓
両
国
は
、
互
い
を
北
朝
鮮
核
問
題
の
解
決
と
い
う
政
策
目
標
を
共
有
す
る
協

力
の
相
手
と
し
て
認
識
し
て
い
た
。
本
稿
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
南
北
非
核
化
共
同
宣
言
が
成
立
し
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
つ
ま
り
、

一
九
九
一
年
末
の
南
北
非
核
化
共
同
宣
言
の
成
立
は
、
米
韓
両
国
が
国
際
核
不
拡
散
の
た
め
に
協
力
し
、
外
交
的
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
た
初
の
非
核
化
協
力
の
成
功
事
例
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
非
核
化
合
意
の
履
行
と
検
証
を
巡
る
外
交
的
努
力
を
さ
ら
に
要
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
南
北
非
核
化
共
同
宣
言
の
成
立
以
降
、

期
待
さ
れ
た
南
北
に
よ
る
非
核
化
は
進
展
し
な
か
っ
た
。
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
査
察
の
結
果
と
追
加
査
察
要
求
に
反
発
し
て
南
北
非
核
化
共
同
宣

言
の
廃
棄
と
Ｎ
Ｐ
Ｔ
か
ら
の
脱
退
を
宣
言
し
た
北
朝
鮮
に
対
し
て
、
米
韓
両
国
は
対
朝
政
策
レ
バ
レ
ッ
ジ
を
維
持
で
き
な
か
っ
）
90
（

た
。
結
局
、

南
北
非
核
化
共
同
宣
言
は
放
置
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
れ
故
に
、
同
宣
言
の
成
立
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
一
九
九
一
年
当
時
の
米
韓
協

力
に
対
す
る
評
価
も
適
切
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
を
巡
る
米
韓
の
政
策
調
整
と
協
力
の
意
味
を

再
評
価
し
た
本
稿
の
分
析
か
ら
、
当
該
期
の
米
韓
協
力
を
国
際
核
不
拡
散
の
た
め
の
米
韓
協
力
の
原
点
と
し
て
認
識
し
、
協
力
の
成
果
で

あ
っ
た
南
北
非
核
化
共
同
宣
言
に
つ
い
て
も
冷
戦
後
の
核
の
国
際
秩
序
に
お
け
る
北
朝
鮮
及
び
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
を
初
め
て
規
定
し
た

概
念
と
し
て
再
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
1
）  

一
九
七
四
年
に
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
加
入
し
た
北
朝
鮮
は
、
七
七
年
九
月
に
研
究
用
原
子
炉
「IRT

―2000

」
に
対
す
る
部
分
的
保
障
措
置
協
定
を
締

結
し
た
が
、
八
五
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
加
入
に
伴
う
包
括
的
保
障
措
置
協
定
の
締
結
を
拒
否
し
て
い
た
。IAEA, 

“Fact Sheet on D
PRK N

uclear 
Safeguards,

” https://w
w
w.iaea.org/new

scenter/m
ediaadvisories/fact-sheet-dprk-nuclear-safeguards

（
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
〇

年
八
月
五
日
）

（
2
）  

北
朝
鮮
は
、
在
韓
米
軍
の
戦
術
核
が
韓
国
に
配
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
保
障
措
置
協
定
締
結
を
拒
否
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
一
九
九
〇

年
一
一
月
、
北
朝
鮮
外
交
部
は
声
明
を
発
表
し
、
対
北
朝
鮮
核
の
脅
威
の
解
消
及
び
南
朝
鮮
か
ら
米
国
核
兵
器
が
先
に
撤
去
さ
れ
る
こ
と
を
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
と
の
保
障
措
置
協
定
締
結
の
前
提
条
件
に
掲
げ
、
同
問
題
を
議
論
、
解
決
す
る
た
め
に
は
米
朝
会
談
が
不
可
欠
で
あ
る
と
改
め
て
主
張
し
た
。
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北
野
充
『
核
拡
散
防
止
の
比
較
政
治

―
核
保
有
に
至
っ
た
国
、
断
念
し
た
国
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
六
年
）
二
〇
八
―
二
〇
九
頁
。

（
3
）  

韓
国
政
府
は
、
表
向
き
に
は
米
国
の
Ｎ
Ｃ
Ｎ
Ｄ
（N

either Confirm
 N

or D
eny

：
核
の
存
在
を
肯
定
も
否
定
も
し
な
い
）
核
政
策
基
調
に
配

慮
し
、
南
北
会
談
に
お
い
て
核
問
題
に
一
切
言
及
し
な
い
姿
勢
を
堅
持
し
て
い
た
。
ま
た
同
時
に
韓
国
は
、
南
北
関
係
改
善
を
目
指
し
た
対
朝
ア

プ
ロ
ー
チ
で
は
、
核
問
題
に
言
及
し
て
北
朝
鮮
側
の
対
南
認
識
を
悪
化
さ
せ
る
必
要
は
な
い
と
判
断
し
、
南
北
会
談
で
核
問
題
に
触
れ
な
い
こ
と

で
南
北
関
係
の
悪
化
を
避
け
て
い
た
。
一
九
八
五
年
か
ら
一
九
九
一
年
半
ば
ま
で
、
韓
国
の
南
北
問
題
及
び
対
朝
政
策
を
主
導
し
た
朴
哲
彦
大
統

領
政
策
補
佐
官
（
当
時
）
の
証
言
。
金
三
勲
、
申
旭
熙
、
趙
東
濬
編
『
高
位
官
僚
等
、「
北
核
危
機
」
を
語
る
』（
国
史
編
纂
委
員
会
、
二
〇
〇
九

年
）
一
二
三
―
一
二
四
頁
（
韓
国
語
文
献
）；

盧
泰
愚
『
盧
泰
愚
回
顧
録
下
巻

―
転
換
期
の
大
戦
略
』（
朝
鮮
ニ
ュ
ー
ス
プ
レ
ス
、
二
〇
一
一

年
）
三
一
六
頁
（
韓
国
語
文
献
）。

（
4
）  

「
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
に
関
す
る
南
北
共
同
宣
言
」。
一
九
九
一
年
一
二
月
三
一
日
、
南
北
総
理
に
よ
る
仮
署
名
、
一
九
九
二
年
一
月
二
一
日
、

南
北
首
脳
に
よ
る
正
式
署
名
後
、
同
年
二
月
一
九
日
に
正
式
発
効
。

（
5
）  

北
朝
鮮
核
問
題
と
米
国
の
対
応
政
策
を
扱
っ
た
主
要
な
研
究
と
し
て
は
以
下
を
参
照
。
瀬
川
高
央
「【
一
九
九
二
〜
二
〇
一
九
年
】
北
朝
鮮
の

核
開
発
と
非
核
化
交
渉

―
米
朝
首
脳
会
談
ま
で
の
四
半
世
紀
」『
核
軍
縮
の
現
代
史
　
北
朝
鮮
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
イ
ラ
ン
』（
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
一
九
年
）；

李
ホ
リ
ョ
ン
『
米
国
の
不
拡
散
政
策

―
失
わ
れ
た
チ
ャ
ン
ス

―
北
朝
鮮
事
例
を
中
心
に

―
』
高
麗
大
学
大
学
院
博
士
論
文

（
高
麗
大
学
大
学
院
、
二
〇
〇
一
年
）（
韓
国
語
文
献
）;

鄭
オ
ク
ニ
ム
『
準
危
機
管
理
に
お
け
る
多
次
元
取
引
：
ク
リ
ン
ト
ン
行
政
部
の
対
朝
核

政
策
に
関
す
る
理
論
的
考
察
』
高
麗
大
学
大
学
院
博
士
論
文
（
高
麗
大
学
大
学
院
、
一
九
九
四
年
）（
韓
国
語
文
献
）； Leon V. Sigal, 

D
isarm

ing Strangers: nuclear diplom
acy w

ith N
orth Korea, 

（Princeton, N
J: Princeton U

niversity Press, 1998

）; Robert D. 
Blackw

ill and A
lbert Carnesale ed., N

ew N
uclear N

ations: Consequences for U
. S. Policy, 

（N
ew

 York: Council on Foreign 
Relations Books, 1993

）; Roland Bleiker, 

“A rogue is a rogue is a rogue: U
S foreign policy and the Korean N

uclear  crisis,

”

International A
ffairs, 79 : 4 （2003

）, pp. 719 -737.

（
6
）  

北
朝
鮮
の
核
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
い
る
外
交
政
策
を
分
析
す
る
代
表
的
な
研
究
と
し
て
、
以
下
を
参
照
。
道
下
徳
成
『
北
朝
鮮
　
瀬
戸
際
外
交
の

歴
史

―
1
9
6
6
〜
2
0
1
2
年

―
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
三
年
）；

Scott Snyder, N
egotiating on the Edge: N

orth 
Korean N

egotiating Behavior, （W
ashington, D. C.: U

S Institute of Peace Press, 1999

）; 

核
問
題
を
含
む
朝
鮮
半
島
問
題
に
関
す
る
南

北
交
渉
に
臨
む
北
朝
鮮
の
交
渉
戦
略
を
分
析
し
た
研
究
と
し
て
は
、
全
て
の
南
北
会
談
本
会
談
及
び
代
表
接
触
、
分
科
委
員
会
に
参
加
し
た
当
時

の
政
策
担
当
官
で
あ
っ
た
林
東
源
の
研
究
も
注
目
に
値
す
る
。
林
東
源
「
南
北
高
位
級
会
談
と
北
韓
の
交
渉
戦
略
」『
北
韓
の
交
渉
戦
略
と
南
北
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韓
関
係
』（
極
東
問
題
研
究
所
、
一
九
九
七
年
）
七
三
―
一
二
六
頁
（
韓
国
語
文
献
）。

（
7
）  

第
一
次
北
朝
鮮
核
危
機
の
発
生
を
前
後
に
、
米
国
の
対
朝
政
策
及
び
対
朝
交
渉
の
推
進
に
努
め
て
い
た
当
時
の
米
国
の
政
策
担
当
官
に
よ
る
回

顧
録
と
し
て
、
ケ
ネ
ス
・
キ
ノ
ネ
ス
『
北
朝
鮮

―
米
国
務
省
担
当
官
の
交
渉
秘
録
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
〇
年
）；Joel S. W

it, 
D
aniel B. Ponem

an, and Robert L. G
allucci, G

oing Critical: The First N
orth Korean N

ucelar Crisis, 

（W
ashington, D. C.: 

Brookings Institution Press, 2004

）
が
参
考
に
値
す
る
。

（
8
）  
特
に
、
シ
ガ
ー
ル
は
、
一
九
九
三
年
ま
で
の
米
国
は
、
核
問
題
を
巡
り
北
朝
鮮
と
話
し
合
い
は
し
た
が
、
交
渉
は
し
な
か
っ
た
と
分
析
し
、
本

格
的
な
米
朝
交
渉
が
行
わ
れ
る
一
九
九
四
年
以
前
の
米
国
の
対
朝
政
策
の
推
進
は
「
失
敗
の
歴
史
」
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。Sigal, 

D
isarm

ing Strangers, pp. 5 -10; G
regory J. M

oore, 

“Am
erica

’s Failed N
orth Korea N

uclear Policy: A N
ew

 Approach,

” Asian 
Perspective, 32 : 4 （2008

）, pp. 9 -27.

（
9
）  

韓
国
の
対
朝
政
策
と
南
北
関
係
に
着
目
し
て
北
朝
鮮
核
問
題
を
分
析
す
る
研
究
は
、
以
下
を
参
照
。
尹
德
敏
『
対
北
核
交
渉
の
顚
末

―
非
核

化
共
同
宣
言
か
ら
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
合
意
ま
で

―
』（
韓
国
戦
略
問
題
研
究
所
、
一
九
九
五
年
）
四
―
二
七
七
頁
（
韓
国
語
文
献
）；

ク
ォ
ン
ヨ
ン
ジ

ン
『
北
韓
核
問
題
に
対
す
る
韓
国
の
政
策
決
定
過
程
研
究

―
対
外
環
境
と
国
内
政
治
の
葛
藤
を
中
心
に
』
高
麗
大
学
大
学
院
博
士
学
位
論
文

（
高
麗
大
学
大
学
院
、
一
九
九
八
年
）（
韓
国
語
文
献
）；

鄭
文
憲
『（
脱
冷
戦
期
）
南
北
韓
と
米
国
：
南
北
関
係
の
浮
沈
』（
メ
ボ
ン
、
二
〇
〇
四

年
）（
韓
国
語
文
献
）；

寺
本
康
俊
「
冷
戦
後
の
朝
鮮
半
島
に
於
け
る
対
立
と
緊
張
緩
和
」『
広
島
法
学
』
二
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
三
年
）；

金
栄
鎬

「
冷
戦
後
の
北
朝
鮮
の
対
韓
国
政
策

―
協
調
と
対
立
の
条
件
に
関
す
る
考
察

―
」『
国
際
政
治
』
第
一
三
二
号
（
二
〇
〇
三
年
）
一
五
三
―
一

七
五
頁
。

（
10
）  

鄭
文
憲
の
研
究
は
、
朝
鮮
半
島
問
題
を
巡
る
韓
国
の
対
応
と
そ
れ
に
対
す
る
米
国
の
関
与
と
い
う
分
析
視
角
を
提
示
す
る
が
、
一
九
九
一
年
当

時
の
韓
国
の
対
朝
政
策
及
び
南
北
関
係
に
対
す
る
米
国
の
関
与
は
な
か
っ
た
と
見
な
し
、
南
北
非
核
化
共
同
宣
言
成
立
に
向
け
た
米
国
要
因
を
充

分
に
論
じ
て
い
な
い
。
鄭
文
憲
『（
脱
冷
戦
期
）
南
北
韓
と
米
国
』
五
九
―
九
〇
頁
。

（
11
）  

尹
德
敏
の
研
究
は
、
諸
懸
案
に
関
す
る
南
北
交
渉
の
詳
細
を
分
析
す
る
が
、
韓
国
の
対
朝
政
策
及
び
交
渉
戦
略
の
変
化
に
つ
い
て
、
韓
国
の
当

事
者
間
解
決
の
原
則
が
堅
持
さ
れ
、
韓
国
の
主
導
が
可
能
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
か
、
米
国
の
Ｎ
Ｃ
Ｎ
Ｄ
核
政
策
が
事
実
上
撤
回
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
韓
国
が
核
問
題
を
直
接
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
現
象
論
的
な
分
析
に
止
ま
っ
て
い
る
。
尹
德
敏
『
対
北
核
交
渉
の

顚
末
』
五
〇
―
五
五
頁
。

（
12
）  

本
稿
で
用
い
る
一
次
史
料
は
、
米
国
国
家
安
全
保
障
ア
ー
カ
イ
ブ
（N

ational Security Archive: N
SA

）
の
ウ
ェ
ー
ブ
公
刊
さ
れ
た
米
国
外
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交
文
書
で
あ
り
、
文
書
名
表
記
及
び
引
用
方
法
は
Ｎ
Ｓ
Ａ
の
定
め
に
従
う
。
“Citing O

ur M
aterials,

” https://nsarchive.gw
u.edu/guide-

researchers#Citing

、（
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
〇
年
八
月
一
一
日
）。

（
13
）  

吉
田
文
彦
『
核
の
ア
メ
リ
カ

―
ト
ル
ー
マ
ン
か
ら
オ
バ
マ
ま
で
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
一
六
九
頁
。

（
14
）  N

ational Security Review
 17, Review

 of U
nited States N

on-proliferation Policy, June 15, 1989, https://bush41library.tam
u.

edu/files/nsr/nsr17.pdf

（
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
〇
年
八
月
一
二
日
）; The W

hite H
ouse, N

ational Security Strategy of the U
nited 

States, M
arch 1990, p. 17, https://history.defense.gov/Portals/70/D

ocum
ents/nss/nss1990.pdf?ver=2014 -06 -25 -121138 -080

（
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
〇
年
八
月
一
二
日
）

（
15
）  N

ational Security Review
 28, U

nited States Policy Tow
ard N

orth Korea

’s N
uclear W

eapons Program
, February 6, 1991, 

https://bush41library.tam
u.edu/files/nsr/nsr28.pdf

（
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
〇
年
八
月
一
二
日
）

（
16
）  U. S. D

epartm
ent of State, 

“North Korean N
uclear Program

 

（For China

）,

”Talking Points Paper, 30 M
ay 1991, N

orth Korea 
and N

uclear W
eapons: The D

eclassified U
. S. Record, ed. Robert A

. W
am

pler 

（W
ashington, D. C.: The N

ational Security 
Archive and Chadw

yck-H
ealey, 2003

）, D
igital N

ational Security Archive accession num
ber W

M
00370.

（
17
）  Ibid.

（
18
）  

第
四
条
「
原
子
力
の
平
和
的
利
用
、
設
備
、
資
材
、
情
報
の
交
換
に
関
す
る
締
約
国
の
権
利
等
」『
核
兵
器
の
不
拡
散
に
関
す
る
条
約
』
外
務

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
。https://w

w
w.m

ofa.go.jp/m
ofaj/gaiko/treaty/pdfs/B-S51-0403.pdf（

最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
〇
年
八
月
五
日
）

（
19
）  U. S. D

epartm
ent of D

efense, 

“The N
ext Steps in the N

orth Korea N
uclear Issue 

（U

）,

”Mem
orandum

, Septem
ber 1991, 

Engaging N
orth Korea: Evidence from

 the Bush I A
dm

inistration, ed. Robert A. W
am

pler 

（W
ashington, D. C.: The N

ational 
Security Archive and Chadw

yck-H
ealey, 2017

）.

（
20
）  

林
東
源
『
ピ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
―
南
北
関
係
と
北
核
問
題
の
25
年
』（
ソ
ウ
ル
：
チ
ャ
ン
ビ
、
二
〇
一
五
年
）
一
八
〇
―
一
八
一
頁
（
韓
国
語
文

献
）。

（
21
）  M

ichael M
oodie, form

er head of Korea Task Force, Arm
s Control and D

isarm
am

ent Agency 1991 -1992, interview
 w

ith 
M

ichael J. Engelhardt, A
pril 25, 1995. M

icheal J. Engelhardt, 
“Rew

arding nonproliferation: The South and N
orth Korean 

cases,

” The N
onproliferation Review, 3 : 3 （Spring-Sum

m
er, 1996

）, p. 33. 
か
ら
再
引
用
。

（
22
）  

米
国
は
、
韓
国
政
府
が
再
処
理
権
限
を
放
棄
せ
ず
、
将
来
の
た
め
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
残
し
て
お
き
た
が
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
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た
。M

em
orandum

, 

“The N
ext Steps in the N

orth Korea N
uclear Issue （U

）,

” Septem
ber 1991.

（
23
）  The W

hite H
ouse, N

ational Security Strategy of the U
nited States, August 1991, p. 9, https://history.defense.gov/Portals/70/

D
ocum

ents/nss/nss1991.pdf?ver=2014 -06 -25 -121158 -580

（
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
〇
年
八
月
一
二
日
）

（
24
）  U. S. D

epertm
ent of State, 

“U. S.-RO
K H

aw
aii M

eeting on N
orth Korea,

” Telegram
, 13 August 1991, Engaging N

orth Korea: 
Evidence from

 the Bush I A
dm

inistration, ed. Robert A. W
am

pler 

（W
ashington, D. C.: The N

ational Security Archive and 
Chadw

yck-H
ealey, 2017

）.

（
25
）  M

em
orandum

, 

“The N
ext Steps in the N

orth Korea N
uclear Issue （U

）,

” Septem
ber 1991.

（
26
）  

林
東
源
「
南
北
高
位
級
会
談
と
北
朝
鮮
の
交
渉
戦
略
」
八
八
頁
。

（
27
）  M

em
orandum

, 
“The N

ext Steps in the N
orth Korea N

uclear Issue （U

）,

” Septem
ber 1991.

（
28
）  U. S. D

epartm
ent of D

efense, 

“US-RO
K Basic Positons,

” Paper, August/Septem
ber 1991, Engaging N

orth Korea: Evidence 
from

 the Bush I A
dm

inistration, ed. Robert A. W
am

pler 

（W
ashington, D. C.: The N

ational Security Archive and Chadw
yck-

H
ealey, 2017

）.

（
29
）  

米
韓
両
国
が
北
朝
鮮
非
核
化
政
策
推
進
に
お
け
る
基
本
方
針
に
合
意
し
た
明
確
な
日
付
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
合
意
内
容
が
実
際
に
履
行
さ

れ
る
の
が
一
九
九
一
年
九
月
で
あ
り
、
関
連
内
容
が
書
か
れ
た
他
の
外
交
文
書
と
当
時
の
政
策
担
当
者
の
回
顧
録
及
び
証
言
を
参
照
す
る
と
、
一

九
九
一
年
八
月
の
ハ
ワ
イ
安
保
政
策
協
議
以
降
か
ら
九
月
の
第
四
六
回
国
連
総
会
期
間
ま
で
の
間
に
合
意
が
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

（
30
）  Paper, 

“US-RO
K Basic Positons,

” August/Septem
ber 1991.

（
31
）  

一
九
八
八
年
一
〇
月
の
対
朝
ア
プ
ロ
ー
チ
基
調
緩
和
を
も
た
ら
し
た
「
穏
健
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を
契
機
に
、
限
定
的
な
議
題
を
扱
う
米
朝

間
対
話
が
同
年
一
二
月
か
ら
開
始
さ
れ
て
以
来
、
北
朝
鮮
の
南
北
対
話
へ
の
参
加
、
南
北
朝
鮮
の
国
連
同
時
加
入
な
ど
、
一
連
の
出
来
事
を
経
て

も
米
政
府
内
に
お
け
る
対
朝
不
信
感
は
完
全
に
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま
対
朝
政
策
策
定
に
お
い
て
大
き
な
意
味
を
持
ち
続
け
て
い
た
。
キ
ノ
ネ
ス

『
北
朝
鮮
』
三
四
―
三
六
頁; Roland Bleiker, 

“A rogue is a rogue is a rogue,

” pp. 721 -723.

（
32
）  

金
、
申
、
趙
『
高
位
官
僚
等
、「
北
核
危
機
」
を
語
る
』
七
六
頁
。

（
33
）  

在
韓
米
軍
戦
術
核
兵
器
撤
去
を
巡
り
、
米
国
政
府
内
で
も
意
見
が
分
か
れ
て
い
た
。
機
動
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
核
の
傘
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の

に
韓
国
内
に
戦
術
核
を
配
備
す
る
必
要
は
な
い
と
主
張
す
る
軍
部
に
対
し
て
、
ブ
レ
ン
ト
・
ス
コ
ウ
ク
ロ
フ
ト
国
家
安
全
保
障
担
当
大
統
領
補
佐

官
は
、
戦
術
核
の
撤
去
が
米
国
に
よ
る
韓
国
防
衛
の
公
約
を
弱
め
て
し
ま
う
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